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『
参
天
台
五
垂
山
記
』
に
み
え
る
寒
山
説
話
に
つ
い
て

原

美
和
子

O

は
じ
め
に

　
寒
山
・
拾
得
・
豊
干
の
三
人
は
、
特
に
禅
宗
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
画
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

や
詩
文
中
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寒
山
の
三
百
余

首
の
詩
を
収
め
た
『
寒
山
詩
』
（
拾
得
・
豊
工
－
の
詩
を
併
せ
た
も
の
は
『
三
隠
詩

集
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
寒
山
・
拾
得
・

豊
干
に
つ
い
て
の
伝
は
、
闇
丘
胤
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
寒
山
子
詩
集
序
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

始
め
『
宋
高
僧
伝
』
等
諸
書
に
見
ら
れ
、
説
話
と
し
て
発
展
し
、
受
け
入
れ
ら

れ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
最
も
古
い
形
は
『
寒
山
詩
』
に
付
せ
ら
れ
た
閣
丘

胤
の
序
（
「
寒
山
子
詩
集
序
」
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
は
同
詩
集
の
後
ろ
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

け
加
え
ら
れ
た
「
豊
干
禅
師
録
」
・
「
拾
得
録
」
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
寒
山
・
拾
得
・
豊
工
1
の
実
像
と
実
在
性
、
『
寒
山
詩
』
及
び
寒
山
説
話
の
成

立
の
事
情
に
関
し
て
は
、
『
寒
山
詩
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
や
諸
書
の
説
話

の
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、
諸
先
学
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
、
な
お
不
明
な

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
今
こ
こ
で
改
め
て
考
察
す
る
能
力

を
持
た
な
い
が
、
「
寒
山
詩
』
及
び
寒
山
説
話
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

閻
丘
胤
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
史
料
が
あ

り
、
検
討
の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
稿
で
は
そ
の
紹
介
と
共
に
、

『
寒
山
詩
』
・
寒
山
説
話
の
日
本
伝
来
の
問
題
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
み
た
い

と
思
う
。

　
　
註
　
小
稿
で
は
原
則
と
し
て
中
国
の
年
号
を
使
用
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は

　
　
　
（
V
内
に
日
本
の
年
号
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
「
寒
山
子
詩
集
序
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
著
者
閻
丘
胤
は
「
朝
議
大
夫
使
持
節

台
州
諸
軍
事
守
刺
史
上
柱
国
賜
緋
魚
袋
」
と
い
う
肩
書
を
も
つ
人
物
で
、
台
州

刺
史
在
任
中
、
豊
干
と
天
台
山
国
清
寺
に
居
た
寒
山
・
拾
得
に
相
い
見
え
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ら
が
跡
を
絶
っ
た
後
、
国
清
寺
の
僧
道
翅
に
寒
山
の
詩
を
集
め
さ
せ
、
そ
の
詩

集
を
編
纂
し
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
旧
新
唐
書
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料

に
、
『
寒
山
詩
』
・
寒
山
説
話
と
の
関
連
以
外
で
、
台
州
刺
史
閻
丘
胤
の
名
が
確

認
で
き
な
い
こ
と
と
、
「
寒
山
子
詩
集
序
」
の
文
章
が
闇
丘
胤
ほ
ど
の
肩
書
を

持
つ
人
物
の
も
の
と
し
て
は
は
な
は
だ
稚
拙
で
あ
っ
て
、
到
底
本
人
が
書
い
た
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も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
闇
丘
胤
の
実
在
は
疑
わ
れ
て
き

（
6
）

た
。　

と
こ
ろ
で
、
南
宋
嘉
定
癸
未
年
（
｝
二
二
三
）
に
修
さ
れ
た
台
州
の
地
方
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヱ

『
嘉
定
赤
城
志
』
巻
八
、
秩
官
門
一
、
歴
代
郡
守
、
唐
の
正
観
（
貞
観
）
年
中
に
、

　
　
　
十
六
年
　
　
闇
郎
駄
組
鞭
認

　
　
　
（
中
略
）

　
　
二
十
一
年
　
　
鄭
神
挙

と
あ
り
、
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
か
ら
同
二
十
年
（
六
四
六
）
ま
で
の
台
州
刺
史

と
し
て
、
閻
丘
胤
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
「
寒
山
詩
』
・
寒

山
説
話
と
は
全
く
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
に
台
州
刺
史
閻
丘
胤
の
名
が
確
認
で
き

る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
他
史
料
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
だ
せ
な
い
た
め
、
闘
丘
胤
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
嘉
定
赤
城
志
』
に
従
え
ば
、
「
寒
山
子
詩
集
序
」
を
書
い
た
と
さ
れ
る
閻
丘
胤

は
、
実
際
に
貞
観
十
六
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
台
州
刺
史
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

二

　
さ
て
、
い
ま
一
度
寒
山
説
話
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
寒
山
・
拾
得
・
豊
干

の
実
在
性
を
疑
わ
せ
る
理
由
の
一
つ
に
、
寒
山
等
の
現
れ
る
時
代
が
諸
伝
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

っ
て
区
々
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
諸
書
の
寒
山
等
の
伝

を
見
直
し
て
み
る
と
、
寒
山
・
拾
得
・
豊
干
が
国
清
寺
に
居
た
と
さ
れ
る
時
期

ひ
い
て
は
闇
丘
胤
が
彼
ら
に
出
会
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
貞
観
と
い
う
年
号

を
示
す
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
「
拾
得
録
」
に
は
、

　
豊
干
禅
師
寒
山
拾
得
者
在
唐
太
宗
貞
観
年
中
相
次
垂
跡
於
国
清
寺
。

と
あ
り
、
志
南
の
『
天
台
山
国
清
禅
寺
三
隠
集
記
』
（
一
一
八
九
年
成
立
）
に
は
、

　
豊
干
禅
師
唐
正
観
初
居
天
台
国
清
寺
。

と
あ
る
。
ま
た
、
『
嘉
定
赤
城
志
』
（
一
二
二
三
年
成
立
）
巻
三
十
五
、
人
物
門
四

に
は
、

　
正
観
中
閻
郎
守
嘗
問
豊
干
。
天
台
有
何
賢
聖
。
答
云
（
後
略
〉

と
あ
る
。
以
上
の
三
史
料
は
「
貞
観
年
中
」
・
「
正
観
初
」
・
「
正
観
中
」
と
あ
る

の
み
で
く
わ
し
い
年
記
は
示
さ
な
い
が
、
「
仏
祖
統
紀
』
（
一
二
六
九
年
成
立
）

巻
三
十
九
で
は
正
観
七
年
（
六
三
三
）
条
に
、
『
釈
氏
稽
古
略
」
（
＝
二
五
四
年
成

立
）
巻
三
で
は
貞
観
十
七
年
（
六
四
三
）
条
に
、
寒
山
等
の
伝
と
彼
ら
と
闘
丘
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
出
会
い
の
話
を
収
録
し
て
い
る
。
「
拾
得
録
」
は
最
も
古
い
形
の
寒
山
説
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
の
で
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
諸
書
に
先
だ
っ
て
、
閻
丘
胤
が
豊
干
に
会
っ
た
年
を
「
貞
観
十
七
年
」
と

明
記
し
て
い
る
の
が
、
煕
寧
五
年
（
延
久
四
年
、
一
〇
七
二
）
に
入
宋
し
た
僧
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

尋
の
日
記
『
参
天
台
五
塁
山
記
』
（
以
下
、
『
参
記
』
と
略
称
）
で
あ
る
。

　
煕
寧
五
年
三
月
に
宋
商
人
の
船
に
乗
り
込
み
渡
海
し
た
成
尋
は
、
杭
州
か
ら

天
台
山
に
向
い
、
五
月
十
三
日
に
国
清
寺
に
到
着
し
て
い
る
。
翌
十
四
日
に
は

寺
内
の
諸
院
諸
堂
を
巡
っ
て
、
阿
弥
陀
・
文
殊
・
普
賢
の
化
現
と
さ
れ
る
豊

干
・
寒
山
・
拾
得
の
像
を
祀
っ
た
三
賢
院
に
も
参
礼
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て

同
日
条
に
寒
山
等
の
伝
を
収
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
文
に
わ
た
る
が
以
下

　
　
　
（
1
4
）

に
引
用
す
る
。

C
　
　
　
〔
太
〕

三
賢
唐
大
宗
貞
観
年
中
相
次
垂
遊
於
国
清
寺
。

　
　
　
　
　
C

豊
干
禅
師
先
泊
於
寺
大
蔵
西

北
隅
庵
居
。
乃
一
日
遊
松
逞
。

赤
城
道
側
見
一
子
。
而
暗
。

　
　
　
〔
拾
〕
　
　
A

可
年
十
歳
。
問

無
家
亦
無
姓
。
師
引
帰
寺
庫
収
養
。
号
為
捨
得
。
後
有
一
賢
子
。
従
寒
口
田
而
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A
　
　
　
　
　
〔
持
〕
脱
力

来
。
遂
号
為
寒
山
子
。
叢
朝
議
大
夫
使
節
台
州
諸
軍
事
守
刺
史
上

　
　
　
　
　
　
　
〔
胤
〕

柱
国
賜
緋
魚
袋
闇
丘
絹
。
問
豊
干
禅
師
日
。
未
審
彼
地
当
有
何
賢
堪
為
師
仰
。

師
日
。

見
之
不
識
。
識
之
不
見
。

　
　
　
〔
拾
〕

若
欲
見
之
不
得
取
相
乃
可
見
之
。
寒
山
文

殊
。
遁
迩
国
清
。

　
　
　
　
〔
大
〕

捨
得
普
賢
。
状
如
貧
子
。
刺
史
遂
至
国
清
寺
。
厨
中
竈
前

見
二
人
向
火
火
笑
。
刺
史
礼
拝
。
二
人
連
声
喝
刺
史
自
相
把
手
呵
呵
大
笑
叫

喚
乃
云
。
豊
干
饒
舌
饒
舌
。
弥
陀
不
識
。
礼
我
何
為
。
二
人
乃
把
手
出
寺
急

走
而
去
。

　
　
〔
宝
〕

二
人
更
不
返
寺
。
刺
史
至
豊
干
禅
師
院
乃
開
房
。
唯
見
虎
跡
。
乃

問
僧
実
徳
道
翅
。

禅
師
在
日
有
何
行
業
。

B

僧
日
。
豊
干
在
日
唯
功
春
米
供
養
。

夜
乃
唱
歌
自
楽
。
豊
干
詩
。
余
自
来
天
台
。

悠
々
任
去
来
。
委
旨
在
伝
録
。

凡
経
幾
万
廻
。
　
一
身
如
雲
水
。

　
右
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
寒
山
・
拾
得
・
豊
干
の
三
人
は
、

唐
の
太
宗
の
貞
観
年
中
に
相
次
い
で
国
清
寺
に
垂
遊
し
た
。
豊
干
は
寺
の
大
蔵

の
西
北
隅
に
庵
居
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
赤
城
の
道
に
お
い
て
泣
い
て
い
る
一

子
を
み
つ
け
た
。
家
も
姓
も
な
い
と
い
う
の
で
つ
れ
帰
っ
て
育
て
た
。
子
は
、

拾
得
と
号
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
寒
巌
よ
り
来
た
一
賢
子
が
あ
り
、
そ
れ
は
寒

山
子
と
号
し
た
と
い
う
。
貞
観
十
七
年
に
台
州
刺
史
闊
丘
胤
が
豊
干
に
、
天
台

に
師
と
仰
ぐ
べ
き
賢
者
が
い
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
豊
干
は
、
そ
の
姿
か
た
ち

に
よ
っ
て
見
る
と
そ
の
人
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
注
意
し
た
上
で
、
文

殊
と
普
賢
の
応
化
で
あ
る
寒
山
と
拾
得
の
名
を
告
げ
た
。
そ
こ
で
闇
丘
胤
は
国

清
寺
に
至
り
、
厨
の
竈
の
前
で
火
に
向
か
っ
て
大
笑
し
て
い
る
二
人
を
み
つ
け

礼
拝
し
た
と
こ
ろ
、
二
人
は
刺
史
を
喝
し
呵
呵
と
大
笑
し
叫
喚
し
て
「
豊
干
の

お
し
ゃ
べ
り
め
。
阿
弥
陀
さ
ま
さ
え
見
分
け
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
に
、
お
れ
た

ち
を
礼
し
て
何
に
な
る
。
」
と
言
っ
て
、
寺
か
ら
走
り
出
た
ま
ま
二
度
と
戻
ら

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
閻
丘
胤
は
豊
干
の
房
に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は

虎
の
足
跡
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
寺
の
僧
道
翅
に
豊
干
の
在
り
し
日

の
様
子
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
豊
干
は
日
々
米
を
春
い
て
供
養
す
る
こ
と
を
つ
と

め
と
し
、
夜
は
歌
を
歌
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
以
下
、

豊
干
の
詩
）
。

　
こ
れ
を
現
在
伝
わ
る
諸
書
の
寒
山
説
話
と
比
較
し
て
み
る
と
、
傍
線
A
の
部

分
は
閻
丘
胤
の
「
寒
山
子
詩
集
序
」
、
B
の
部
分
は
「
豊
干
禅
師
録
」
、
C
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

「
拾
得
録
」
の
一
部
分
と
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
成
尋
が
、
現
在

『
寒
山
詩
』
に
付
さ
れ
て
い
る
「
寒
山
子
詩
集
序
」
・
「
豊
干
禅
師
録
」
・
「
拾
得

録
」
と
概
ね
同
内
容
の
史
料
を
手
に
し
て
、
『
参
記
』
に
引
き
写
し
た
こ
と
は
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
参
記
』
は
最
も
原
初
的
な
寒
山

説
話
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
伝
わ
る
「
寒

山
子
詩
集
序
」
及
び
「
豊
干
禅
師
録
」
と
「
拾
得
録
」
さ
ら
に
、
現
在
確
認
で

き
る
諸
書
の
寒
山
説
話
の
う
ち
成
尋
の
入
宋
以
前
に
成
立
し
て
い
て
成
尋
が
参

考
に
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
い
ず
れ
に
も
、
「
貞
観
十
七
年
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

年
記
だ
け
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
成
尋
の
引
用
の
最
後
に
は
「
委

旨
在
伝
録
。
」
と
あ
っ
て
、
「
伝
録
」
（
伝
記
、
記
録
の
類
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で

あ
ろ
う
か
）
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
が
如
何
な
る
も
の
か
、
い
ま

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
貞
観
十
七
年
」
は
そ
れ
に
記
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
清
寺
に
お
い
て
こ
の
と
き
成
尋
が
参

照
し
た
史
料
に
は
、
年
記
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
成

尋
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
貞
観
十
七
年
」
と
い
う
年
記
は
、
前
節
で
示
し
た
『
嘉
定
赤
城
志
』
の
闇

丘
胤
の
台
州
刺
史
任
期
中
で
あ
っ
て
、
矛
盾
は
な
い
。
特
に
、
間
丘
胤
と
豊
干
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の
出
会
っ
た
年
と
し
て
「
貞
観
十
七
年
」
を
明
記
し
て
い
る
点
か
ら
、
『
参

記
』
の
記
事
は
注
目
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
成
尋
が
何
に
拠
っ
て
こ
の
年

記
を
記
述
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三

　
さ
て
、
成
尋
は
入
宋
に
際
し
て
先
人
の
渡
航
記
録
や
現
地
に
関
す
る
参
考
書

の
類
を
数
多
く
持
参
し
、
旅
行
中
関
連
史
料
を
参
照
し
な
が
ら
自
ら
の
日
記
に

も
関
連
の
箇
所
を
書
き
写
し
て
い
る
様
子
は
、
『
参
記
』
の
所
々
か
ら
知
ら
れ

（
1
7
）

る
。
ま
た
、
成
尋
が
先
人
と
し
て
跡
を
慕
う
一
人
で
あ
る
齎
然
が
、
太
平
興
国

八
年
（
永
観
元
年
、
九
八
三
）
九
月
に
天
台
山
に
お
い
て
豊
干
・
寒
山
・
拾
得
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

賢
の
旧
隠
を
訪
ね
て
い
る
と
い
う
事
実
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、

寒
山
説
話
も
成
尋
が
日
本
か
ら
携
帯
し
て
い
っ
た
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能

性
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
奮
然
の
事
例
以
外
、
成
尋
入
宋
以
前
の
日

本
の
貴
族
社
会
、
仏
教
界
、
文
学
界
に
お
い
て
、
『
寒
山
詩
』
ま
た
は
寒
山
説

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

話
が
人
々
の
注
意
を
ひ
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

成
尋
が
か
な
り
長
文
に
わ
た
っ
て
寒
山
等
の
話
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
V

『
寒
山
詩
』
及
び
寒
山
説
話
の
成
立
時
期
の
問
題
と
も
考
え
併
せ
て
、
こ
の
頃

に
天
台
山
国
清
寺
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
寒
山
・
拾
得
・
豊
干
に
関
す
る
話
を
、

成
尋
が
新
た
に
採
録
し
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
成
尋
が
寒
山
等
の
話
を
書
き
写
し
た
数
日
後
の
『
参
記
』
第
一
、
煕
寧
五
年

（
延
久
四
年
、
一
〇
七
二
）
五
月
二
十
二
日
条
に
は
、

　
未
時
禺
珪
捨
与
寒
山
子
詩
一
帖
。
中
心
為
悦
。

と
あ
っ
て
、
成
尋
は
国
清
寺
の
僧
禺
珪
か
ら
『
寒
山
詩
』
一
帖
を
贈
ら
れ
て
い

（
2
1
）

る
。
そ
し
て
同
書
第
六
、
煕
寧
六
年
正
月
二
十
三
日
条
に
、

　
（
前
略
）
寒
山
詩
一
帖
・
暦
一
巻
進
上
治
部
卿
殿
。
且
預
惟
観
了
。
永
嘉
集
一

　
巻
・
証
道
歌
注
一
帖
・
洒
州
大
師
伝
二
巻
・
広
清
涼
伝
三
帖
・
古
清
涼
山
伝

　
二
巻
・
入
唐
日
記
八
巻
送
石
蔵
経
蔵
。

と
あ
り
、
『
寒
山
詩
』
一
帖
は
、
煕
寧
六
年
六
月
に
日
本
に
向
け
て
帰
帆
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

成
尋
の
弟
子
等
に
託
さ
れ
て
、
成
尋
の
母
方
の
従
兄
弟
源
隆
俊
（
治
部
卿
殿
）
の

手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
上
述
し
た
よ
う
に
、
最
も
古
い
形

の
寒
山
説
話
を
、
他
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
「
貞
観
十
七
年
」
と
い
う
年
号

を
明
記
し
て
採
録
し
た
『
参
記
』
（
入
唐
日
記
八
巻
）
も
、
同
時
に
弟
子
た
ち
の

手
で
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
、
成
尋
が
寺
主
を
つ
と
め
て
い
た
大
雲
寺
の
経
蔵
に

納
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

寒
山
等
の
伝
も
収
め
る
、
宋
代
の
代
表
的
な
禅
宗
史
伝
「
景
徳
伝
灯
録
』
も
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

尋
が
日
本
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
後
に
禅
宗
に
お
い
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
「
寒
山
詩
』
と
寒
山
・
拾
得
・

豊
干
の
話
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
尋
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
禅
林
に
お
い
て
受
容
さ
れ
る
以
前
に
、
貴
族
社
会
、

仏
教
界
、
文
学
界
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
流
布
さ
れ
た
形
跡
は
、
『
通
憲
入

道
蔵
書
目
録
』
と
し
て
知
ら
れ
る
平
安
時
代
末
期
の
目
録
中
に
「
寒
山
詩
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

帖
」
と
見
え
る
事
例
以
外
は
見
い
だ
せ
な
い
。
日
本
に
お
け
る
『
寒
山
詩
』
と

寒
山
説
話
の
本
格
的
な
受
容
と
展
開
は
、
禅
宗
の
普
及
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
〔
2
5
）

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
史
料
か
ら
、
『
寒
山
詩
』
と
寒
山
説
話
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
そ
の
実
在
が
疑
わ
れ
て
い
た
台
州
刺
史
闇
丘
胤
が
、



54

実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
台
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
期
は
貞
観

十
六
年
か
ら
二
十
年
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
闊
丘
胤
が
豊
干
に
会
っ

た
年
は
貞
観
十
七
年
で
あ
っ
た
と
の
伝
が
成
尋
入
宋
の
頃
の
天
台
山
に
あ
っ
た

こ
と
が
、
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
右
を
根
拠
に
閻
丘
胤
が
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
彼
が
豊
干
等
に

出
会
っ
た
と
さ
れ
る
年
が
知
ら
れ
た
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
『
寒
山

詩
』
と
「
寒
山
子
詩
集
序
」
の
成
立
を
貞
観
年
間
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
寒
山
の
詩
と
そ
の
説
話
は
別
々
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
、
寒

山
の
詩
が
作
ら
れ
た
後
、
そ
の
作
者
を
説
話
化
し
た
寒
山
説
話
が
成
立
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
闘
丘
胤
の
書
い
た
と
さ
れ
る
序
は
閲
丘
胤
ほ
ど

の
肩
書
を
持
っ
た
人
物
の
文
章
と
し
て
は
稚
拙
で
、
本
人
が
書
い
た
も
の
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
7
V

思
わ
れ
な
い
こ
と
が
一
致
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に

従
え
ば
、
「
寒
山
子
詩
集
序
」
は
、
貞
観
年
間
に
台
州
刺
史
で
あ
っ
た
閻
丘
胤

に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
詩
集
も
閻
丘
胤
の
編
纂
に
仮

託
さ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
上
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
闇
丘
胤
が
全
く
の
創
作
上
の
人
物
で
な

い
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
今
後
『
寒
山
詩
』
な
ら
び
に
寒
山
説
話
の
闘
丘
胤

仮
託
説
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　
　
註

（
1
）
　
朝
倉
尚
「
「
四
睡
」
考
」
（
『
禅
林
の
文
学
』
〔
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
〕
所
収
）
、

金
沢
弘
「
寒
山
拾
得
図
」
（
『
古
美
術
』
二
十
七
、
一
九
六
九
年
九
月
）
、
入
矢
義
高
「
寒

山
　
中
国
詩
人
選
集
5
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
時
入
矢
A
書
、
同
「
寒
山
詩
管

窺
」
（
『
東
方
学
報
』
〔
京
都
〕
二
十
八
、
一
九
五
八
年
三
月
）
1
1
入
矢
B
論
文
、
等
参
照
。

（
2
）
　
成
立
時
期
が
早
い
主
な
も
の
は
、
『
宋
高
僧
伝
』
（
九
八
七
年
成
立
）
巻
十
九
、
『
景

徳
伝
灯
録
』
（
一
〇
〇
四
年
上
奏
）
巻
二
十
七
、
志
南
の
『
天
台
山
国
清
禅
寺
三
隠
集
記
』

　
（
一
一
八
九
年
成
立
）
、
『
嘉
定
赤
城
志
』
（
一
二
二
三
年
成
立
）
巻
三
十
五
、
人
物
門
四
、

『
仏
祖
統
紀
』
（
一
二
六
九
年
成
立
）
巻
三
十
九
、
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
（
＝
二
四
四
年
序
）
巻

十
五
、
『
釈
氏
稽
古
略
』
（
＝
二
五
四
年
成
立
）
巻
三
、
等
で
あ
る
。
ま
た
、
上
述
諸
書
の

寒
山
説
話
と
は
系
譜
を
異
に
す
る
も
の
が
、
『
太
平
広
記
』
巻
五
十
五
所
引
の
『
仙
伝
拾

遺
』
（
杜
光
庭
（
八
五
〇
～
九
三
三
？
）
著
）
中
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
寒
山
詩
』

　
の
編
者
で
あ
り
序
を
書
い
た
の
は
唐
末
武
宗
（
在
位
八
四
〇
～
八
四
六
）
の
頃
の
天
台
山

　
の
道
士
徐
霊
府
で
あ
る
と
い
う
。

（
3
）
　
津
田
左
右
吉
「
寒
山
詩
と
寒
山
拾
得
の
説
話
」
（
『
シ
ナ
仏
教
の
研
究
』
〔
岩
波
書
店
、

　
一
九
五
七
年
）
所
収
）
四
八
一
～
四
八
七
頁
、
前
掲
註
（
1
）
入
矢
A
書
七
～
八
頁
、
入

谷
仙
介
・
松
村
昂
『
寒
山
詩
　
禅
の
語
録
1
3
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
V
四
八
四
頁
。

（
4
）
　
主
な
も
の
は
、
太
田
悌
蔵
『
寒
山
詩
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
）
、
津
田
前
掲

　
註
（
3
）
論
文
、
入
矢
義
高
「
王
梵
志
に
つ
い
て
」
上
・
下
（
『
中
国
文
学
報
』
三
・
四
、

　
一
九
五
五
年
十
月
・
一
九
五
六
年
四
月
）
1
1
入
矢
C
論
文
（
上
・
下
）
、
前
掲
註
（
1
）
入

　
矢
A
書
、
前
掲
註
（
1
）
入
矢
B
論
文
、
同
「
寒
山
1
そ
の
人
と
詩
1
」
（
『
古
美
術
』
二

　
十
七
、
一
九
六
九
年
九
月
）
”
入
矢
D
論
文
、
木
村
英
一
「
寒
山
詩
に
つ
い
て
」
（
『
日
本

　
中
国
学
会
報
』
十
三
、
一
九
六
一
年
十
月
）
、
入
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
）
書
、
等
で
あ

　
る
。

（
5
）
　
唐
代
の
文
人
李
邑
（
六
七
八
（
六
七
四
）
～
七
四
七
）
の
著
し
た
「
国
清
寺
碑
井
序
」

　
（
『
李
北
海
集
』
）
に
、
国
清
寺
の
寺
主
道
翅
と
い
う
名
が
見
え
る
が
、
「
寒
山
子
詩
集

　
序
」
の
道
翅
と
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
）
　
特
に
、
我
が
国
の
諸
研
究
に
お
い
て
疑
わ
れ
て
き
た
。
太
田
前
掲
註
（
4
）
書
三
頁
、

　
津
田
前
掲
註
（
3
）
論
文
四
八
三
頁
、
前
掲
註
（
1
）
入
矢
A
書
八
～
九
頁
、
前
掲
註
（
4
）

　
入
矢
C
論
文
（
下
）
五
十
四
～
五
十
五
頁
、
前
掲
註
（
4
）
入
矢
D
論
文
四
十
六
頁
、
入

　
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
）
書
七
～
八
・
五
〇
一
頁
、
等
参
照
。
一
方
中
国
に
お
い
て
出
版

　
さ
れ
た
、
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
4
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
巻
一
四
四
、

　
徐
光
大
『
寒
山
子
詩
校
注
』
（
中
華
書
局
香
港
分
局
・
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
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年
）
一
～
二
頁
等
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
『
嘉
定
赤
城
志
』
を
引
い
て
台
州
刺
史
闇

　
丘
胤
を
確
認
し
て
い
る
。

（
7
）
　
宋
仁
宗
の
諦
禎
を
避
け
て
、
貞
字
は
正
字
に
改
め
ら
れ
た
。
『
史
諄
挙
例
』
巻
八
、

宋
誰
例
の
項
参
照
。

（
8
）
　
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
の
釈
智
巌
（
五
七
七
～
六
五
四
）
伝
に
「
麗
州
刺
史
閻
丘

胤
」
と
あ
り
、
同
人
の
こ
と
は
『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
十
九
の
武
徳
四
年
（
六
二
一
）
条
に

　
も
見
え
る
が
、
「
寒
山
子
詩
集
序
」
の
著
者
と
さ
れ
る
間
丘
胤
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
と

　
思
わ
れ
る
。

（
9
）
　
青
木
敦
氏
は
、
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
髄
降
官
と
宋
代
編
纂
の
地
方
志
の
長
官
等
の

　
罷
免
事
例
を
対
照
さ
せ
た
際
、
他
の
地
方
志
題
名
記
が
政
治
的
事
情
な
ど
に
左
右
さ
れ

　
ず
に
罷
免
の
事
実
を
忠
実
に
伝
え
る
信
頼
で
き
る
史
料
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
台
州
の

　
『
嘉
定
赤
城
志
』
の
題
名
記
は
罷
免
記
事
等
に
関
し
て
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を

　
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
で
（
「
『
宋
会
要
』
職
官
六
四
－
七
五
「
駈
降
官
」
に
つ
い
て
」

　
〔
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
ニ
ー
七
、
一
九
九
三
年
七
月
〕
）
、
唐
代
の
刺
史
に
関
し
て
も
『
嘉

　
定
赤
城
志
』
の
題
名
記
は
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
例
え
ば
、
円
珍
が
、
大
中
十
二
年
（
八
五
八
）
に
袈
護
に
代
わ
っ
て
台
州
刺
史
に
な
っ

　
た
と
記
録
す
る
厳
修
睦
（
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究
』
下
〔
法
蔵
館
、
一
九
八

　
三
年
〕
三
五
八
～
三
七
六
頁
）
の
名
は
『
嘉
定
赤
城
志
』
に
は
見
え
ず
、
袈
護
の
後
、
大

　
中
十
三
年
か
ら
の
刺
史
と
し
て
は
李
師
望
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
澄
と
の

　
関
わ
り
が
知
ら
れ
る
台
州
刺
史
陸
淳
は
、
刺
史
と
し
て
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
二
月

　
に
判
印
と
愚
拠
を
出
し
て
い
る
が
（
『
伝
教
大
師
将
来
台
州
録
』
、
小
野
同
上
書
三
六
六

　
頁
）
、
そ
の
名
も
『
嘉
定
赤
城
志
』
に
は
見
え
な
い
。

（
1
0
）
　
太
田
前
掲
註
（
4
）
書
三
～
四
頁
、
津
田
前
掲
註
（
3
）
論
文
四
八
三
頁
、
前
掲
註

　
（
1
）
入
矢
A
書
七
～
八
頁
、
前
掲
註
（
4
）
入
矢
C
論
文
（
下
）
四
十
四
・
五
十
三
～
五
十

　
五
頁
、
木
村
前
掲
註
（
4
）
論
文
五
十
一
・
六
十
八
頁
、
入
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
）
書
四

　
八
四
～
四
八
五
頁
。

（
1
1
）
　
前
節
で
示
し
た
『
嘉
定
赤
城
志
』
の
聞
丘
胤
の
台
州
刺
史
在
任
期
（
貞
観
十
六
年

　
～
二
十
年
）
と
比
較
し
て
考
え
た
場
合
、
『
天
台
山
国
清
禅
寺
三
隠
集
記
』
の
「
正
観

初
」
は
、
豊
干
が
国
清
寺
に
居
た
時
期
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
豊
干
が
閻
丘
胤

　
に
会
っ
た
時
期
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
貞
観
七
年
」
条
に
寒
山
等
の
話
を
記
載
す
る
『
仏
祖
統
紀
』
に
つ
い
て
は
若
干
の
疑

　
問
は
残
る
が
、
「
貞
観
十
七
年
」
（
『
釈
氏
稽
古
略
』
、
後
掲
『
参
天
台
五
墓
山
記
』
）
と
比

較
し
た
場
合
、
「
七
年
」
の
部
分
の
共
通
性
か
ら
、
あ
る
い
は
誤
伝
の
可
能
性
も
考
え

　
ら
れ
る
。

（
1
2
）
　
註
（
3
）
参
照
。
」

（
1
3
）
　
井
上
以
智
為
「
天
台
山
に
於
け
る
道
教
と
仏
教
」
（
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史

論
叢
』
〔
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
一
年
〕
所
収
）
六
一
八
頁
で
は
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い

　
が
、
『
参
記
』
の
こ
の
記
事
を
見
て
い
る
ら
し
い
（
六
四
六
頁
参
照
）
。
こ
れ
以
外
、
寒

山
等
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
記
事
は
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
郁
賢
皓

前
掲
註
（
6
）
書
、
徐
光
大
前
掲
註
（
6
）
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
記
事
は
採
ら
れ
て
い
な

　
い
。

（
1
4
）
　
文
字
は
、
東
福
寺
蔵
本
の
影
印
本
（
東
洋
文
庫
叢
刊
第
七
『
参
天
台
五
壷
山
記
』
）

　
に
拠
り
、
明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
「
寒
山
子
詩
集
序
」
等
に

　
よ
っ
て
校
訂
し
、
注
記
し
た
。
文
字
の
う
ち
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
東
福
寺
蔵
本
で

　
は
台
州
刺
史
の
名
が
閻
丘
胤
で
は
な
く
闇
丘
絹
と
読
め
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の
い
く
つ

　
か
の
写
本
に
闊
丘
蝦
と
す
る
も
の
も
あ
り
（
平
林
文
雄
『
参
天
台
五
塁
山
記
校
本
並
に

　
研
究
』
〔
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
〕
二
十
五
頁
、
島
津
草
子
『
成
尋
阿
闊
梨
母
集
・
参

　
天
台
五
皇
山
記
の
研
究
』
〔
大
蔵
出
版
、
一
九
五
九
年
〕
二
五
九
頁
）
、
絹
と
見
え
る
の
は

　
お
そ
ら
く
転
写
の
過
程
で
胤
字
の
右
側
の
最
後
の
一
画
が
脱
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
と
『
史
籍
集
覧
』
本
の
『
参
記
』
は
胤
字
を
採
る
。

（
1
5
）
　
「
寒
山
子
詩
集
序
」
は
一
人
称
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
成
尋
の
引
用
し
た
も
の
は

　
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
話
の
順
番
や
語
句
、
文
章
等
、
三
史
料
と
比
べ
て
若
干
の
違
い

　
は
あ
る
が
、
類
似
性
は
高
い
。

（
1
6
）
　
「
寒
山
子
詩
集
序
」
・
「
豊
干
禅
師
録
」
・
「
拾
得
録
」
以
外
で
、
一
〇
七
二
年
よ
り

　
早
い
時
期
の
成
立
の
も
の
は
、
『
宋
高
僧
伝
』
（
九
八
七
年
成
立
）
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
二

　
〇
〇
四
年
上
奏
）
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
『
参
記
』
が
引
用
す
る
豊
干
の
詩
を
収
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め
て
い
な
い
上
、
文
章
の
類
似
性
も
低
い
。
『
釈
氏
稽
古
略
』
は
「
貞
観
十
七
年
」
を

示
す
が
、
＝
二
五
四
年
の
成
立
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
『
参
記
』
及
び
、
森
克
己
「
参
天
台
五
台
山
記
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
宋
貿
易
の
研

究
』
〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
〕
所
収
）
二
九
六
頁
、
同
「
戒
覚
の
渡
宋
記
に
つ
い

　
て
」
（
同
上
書
所
収
）
三
〇
七
頁
、
藤
善
真
澄
「
成
尋
の
齎
し
た
彼
我
の
典
籍
」
（
『
仏
教
史

学
研
究
』
二
十
三
－
一
、
　
一
九
八
一
年
一
月
）
、
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
歴
の
研

究
』
上
（
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
）
等
参
照
。

（
1
8
）
　
「
商
入
宋
求
法
巡
礼
行
並
瑞
像
造
立
記
」
（
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
内
納
入
物
）
（
『
大
日

本
史
料
』
一
ー
二
十
、
永
観
元
年
八
月
一
日
条
）
。

（
1
9
）
　
検
索
に
は
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
各
種
の
人
名
・
書
名
等
の
索
引
類
を
可
能
な

　
限
り
利
用
し
た
。

（
2
0
）
　
『
寒
山
詩
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
概
ね
唐
末
か
ら
五
代
に
は

存
在
し
て
い
た
と
す
る
見
解
で
一
致
し
て
い
る
（
註
（
4
）
所
引
、
諸
書
諸
論
文
参
照
）
。

　
そ
し
て
寒
山
説
話
は
、
詩
の
作
者
を
説
話
化
し
て
詩
集
の
成
立
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で

　
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
津
田
前
掲
註
（
3
）
論
文
五
〇
二
～
五
〇
四
頁
、
入

　
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
）
書
五
〇
〇
頁
）
。
ま
た
、
成
尋
入
宋
当
時
の
中
国
仏
教
界
は
禅

宗
全
盛
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
、
天
台
山
で
は
道
教
諸
神
や
神
仙
化
隠
逸
化

　
せ
ら
れ
た
僧
が
礼
拝
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
塚
本

　
善
隆
「
成
尋
の
入
宋
旅
行
記
に
見
る
日
中
仏
教
の
消
長
i
天
台
山
の
巻
1
」
（
『
塚
本
善

　
隆
著
作
集
6
』
〔
大
東
出
版
、
一
九
七
四
年
〕
所
収
ご
。

（
2
1
）
　
こ
の
時
成
尋
が
手
に
入
れ
た
『
寒
山
詩
』
は
、
最
も
古
い
『
寒
山
詩
』
の
版
本
と

　
言
わ
れ
る
一
一
八
九
年
志
南
刊
の
も
の
に
先
立
つ
こ
と
百
余
年
前
の
も
の
に
な
り
、
注

　
目
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤
善
前
掲
註
（
1
7
）
論
文
五
十
六
頁
）
。

（
2
2
）
　
成
尋
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
玉
井
幸
助
「
成
尋
阿
闊
梨
の
家
系
」
（
『
文
学
』
十
一

－
七
、
一
九
四
三
年
七
月
）
を
参
照
。

（
2
3
）
　
『
参
記
』
第
八
、
煕
寧
六
年
（
延
久
五
年
、
一
〇
七
三
）
四
月
十
三
日
条
。
な
お
、

藤
善
前
掲
註
（
1
7
）
論
文
五
十
二
～
五
十
三
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
註
（
1
9
）
に
同
じ
。

（
2
5
）
　
例
え
ば
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
目
録
部
・
続
経
疏
部
・
続
律
疏
部
・
続
論
疏

部
・
続
諸
宗
部
・
悉
曇
部
に
収
め
ら
れ
る
日
本
の
諸
宗
の
典
籍
類
中
に
現
れ
る
寒
山
・

拾
得
・
豊
干
等
を
見
る
と
、
鎌
倉
時
代
中
・
後
期
以
降
の
禅
宗
の
語
録
等
に
集
中
し
て

　
い
る
。
禅
宗
関
係
以
外
の
事
例
と
し
て
は
、
『
資
行
妙
』
（
南
北
朝
時
代
の
律
宗
の
僧
照

遠
（
＝
二
〇
四
～
？
）
の
著
書
）
事
妙
下
四
之
本
に
「
寒
山
詩
序
云
。
（
後
略
）
」
、
『
釈
摩

　
詞
術
論
勘
注
』
（
鎌
倉
時
代
後
期
の
真
言
宗
の
僧
頼
宝
（
一
二
七
九
～
＝
二
一
二
〇
）
の
著

書
）
巻
八
（
三
之
一
）
に
「
寒
山
子
云
。
（
後
略
）
」
、
ま
た
『
父
子
相
迎
』
（
鎌
倉
時
代
後
期
、

南
北
朝
時
代
の
浄
土
宗
の
僧
向
阿
証
賢
（
一
二
六
三
～
＝
二
四
五
V
の
著
書
）
上
に
寒
山

　
の
名
が
見
え
る
、
と
い
う
三
例
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
末
か
ら
南

北
朝
期
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
説
話
類
に
お
い
て
寒
山
・
拾
得
・
豊
干
が
初
め
て
登
場

　
す
る
の
は
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
成
立
の
、
無
住
道
暁
の
『
沙
石
集
』
（
巻
七
－
二
十

五
・
巻
九
－
十
・
巻
十
末
－
一
）
で
あ
り
、
同
じ
く
無
住
著
の
『
雑
談
集
』
（
巻
八
、
持

　
律
坐
禅
ノ
事
）
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
津
田
前
掲
註
（
3
）
論
文
五
〇
二
～
五
〇
四
頁
、
入
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
）
書
五
〇

〇
頁
。

（
2
7
＞
　
津
田
前
掲
註
（
3
）
論
文
四
八
六
～
四
八
七
頁
、
前
掲
註
（
1
）
入
矢
A
書
八
～
九
頁
、

前
掲
註
（
4
）
入
矢
D
論
文
四
十
六
頁
、
入
谷
・
松
村
前
掲
註
（
3
V
書
七
～
八
・
五
〇
一

頁
。
〔
付
記
〕
　
小
稿
は
、
中
央
大
学
大
学
院
、
一
九
九
二
年
度
東
洋
史
学
演
習
・
一
九
九
三
年

度
日
本
古
代
史
演
習
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
、
補
訂
成
文
化
し
た
も
の
で
あ

　
る
。
史
料
の
解
釈
等
種
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
石
井
正
敏
先
生
を
は
じ
め
、
ゼ
ミ
の
諸

　
姉
兄
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
ま
た
、
成
稿
に
あ
た
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
新
田
英
治
先
生
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た

　
い
。


